
交付⾦の⾒直しにより懸念される影響（畜産ＷＧ案）
⾒直し期間中 ⾒直し後
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■粗飼料確保への影響

■交付⽔⽥の⾒直しに向け、地域課題の把握、検証 反映 ■新制度運⽤

・各地域の実態に応じた、飼料確保対策の検討
・各地域協議会の対応検討の結果を踏まえた、新たな課題の整理と対応策の検討

■牧草単価の⾒直し【収穫のみを⾏う場合】
3.5万円/10a → 1.0万円/10a

【牧草単価の⾒直し】
他の⾼収益作物への転換などが進めば、粗飼料不⾜が懸念

【粗飼料不⾜が懸念される地域】
・不⾜する粗飼料の確保
・TMRセンターなど営農⽀援組織の運営計画の⾒直し 等


